
 在宅看護研究センターLLP の全体像  
 

ICU で救命された女性の家族の要請により、ボランティアで始まった訪問看護は、作家・故遠藤周作氏の後押しを受け、有限会社・在宅看護研究センターと

して昭和６１年３月設立された。平成元年には創業者の本来の思いに近づくために理事会を結成、任意団体に組織替えをし、その活動は平成４年の新ゴール

ドプランで策定された老人訪問看護事業のモデルにもなった。しかし、事業の認可は公益法人のみのため訪問看護ステーションの指定は受けられず、同年、

収益部門を株式会社に、又、平成７年には看護コンサルタント株式会社を設立した。その後、民間機関にも医療保険の適用が認められ２つの訪問看護ステー

ションを設置し、在宅看護研究センターは２つの会社の総称としてうたわれてきた。が、｢日本社会に密着した専門的な看護を広く提供できるようになるため

に｣という当初の趣旨を鑑み、平成１７年に新会社制度として誕生した有限責任事業組合（LLP）にその姿を替えて、社会に位置付き、時代に即した在宅ケア

システムの構築をめざし、更なる挑戦、共同研究開発に取り組んでいる。                                            

                               事 業 目 的      

行  政                 

情報･意見交換              ☆LLP 組合員は各自が持つスキル･技術･アイディア･好奇心を発揮し組合事業へ主体的に参画する☆                       

提言 etc.              

     ①コミュニティを重視した在宅医療ならびに在宅死を可能にするための種々の研究開発 

                      ②在宅医療推進のためのイメージ商品の開発･販売 

大  学                    ③看護事業の顧客及び看護師の満足と収益のバランスに関する実証研究 

教育 共同研究                ④看護職同志の共同･連携マーケティング及び開業看護師の集結事業システムの構築･推進 

情報交換 交流                ⑤「心」の商品化に関する開発研究 

共同開発 etc.                 ⑥専門職のスキルの向上のための個尊重型キャリアプログラムの開発･販売 

    ⑦看護･介護用品及び看護の有効性を追究するための機器の開発･販売 

⑧その他 

 

病  院 
院内教育 コンサルティング 

コーチング メンタルサポート  

情報交換 共同研究 etc. 

                  企  業        ナ ー ス          開業ナース           個  人 

                コンサルティング     エキスパートナース育成    社内問題解決･意識改革支援     意見交換 情報交換 

                共同開発･生産 物流   相談 教育 支援事業    共同開発 共同マーケティング    各種講座提供  

                社員メンタルサポート   etc.            物流 etc.             LLP 支援応援団 etc. 

                 etc.                     

 

在宅看護研究センター有限責任事業組合 ：〒169-0075 新宿区高田馬場４－９－１１ TEL03-5386-6058 http://www.nursejapan.com/enurse/                                                        
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